
★�このほかにも、町ホームページの「しょうない写真館」に町の話題を掲載しています。

　明治13年に建設された「菁
せい が
莪学校」。そのシンボル

ともいえる額が、時報用の大太鼓と共に廿六木公民
館から届けられました。重厚な額で迫力充分です。

　東日本大震災から９年目となるこの日、南三陸町
からいただいたわかめを調理したスープが登場。余
目第四幼稚園でも、感謝を込めた「おいしい」を連呼。

　「エンジンカッター」などの救助資機材を数多く搭
載した多機能車が、このほど消防庁より無償貸与され
ました。いざという時の安全・安心の向上に一役。

おかえりなさい
「菁莪学校」の額が余目三小へ

わかめと豚肉のスープに舌鼓
南三陸町友好献立の日3/11

安全・安心の心強い味方
木ノ沢班に多機能車配備

　令和元年度いっぱいで閉園となった清川保育園。
37年の間には、お世話になった人も多いはず。この
日のお母さんたちは、我が子の成長に涙。

37年の歴史に幕
5人の園児が保育園に別れ
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